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立正大学博物館 館報

創刊号 平成15年3月

発 刊 の 辞

館長 坂詰秀一

立jT大学博物館が開館して、いくも1年がlllぎようとしています。この間、沢山の人びとが来針:されま

した..熊谷 江 I地域とその周辺の人、遠くからの研究イ、近隣の都県、そしてli町村で教育 博物館の

イト事に従事している人などに加えて、 ●正大学の事業4: 在学41の父|サ、学41諸イヤ、さらに埼 に県内をは

じめ隣接する.r県の高校生グループが先41のり1率のもとに訪れました。会館に際して用意した 「案内Jの

パンフレットは、■過ぎには底をつき、秋には増‖1するという うれしい誤算に悲1らをあげました。

J、遅れましたが 館報 |万riだより∫をお届けします。立正大学lJ4物館の 1館報Jの タイトルに

「万吉Jの 2文字が付けられているのを不思議に思われる方もおられましょう。「万古Jは 「まげちJと 呼

ばれていました
'正

大学熊谷校地の地名です。「万古Jの 地は、占く中,1には 「春原庄之内万吉郷」と呼

ばれていました。近Lに 入り、寛永16(1639)年 には忍藩領であったことが力Iられていますし、慶安 2～

3(1649～50)年に成立したと孝えられています 『武蔵11団簿』(別称 I正保円‖保1)には 「大早郡万吉村J

「690418石Jと みえています。「武蔵I可郷帳|(人保 5-1834-年 )に は 「万吉村」「830065イiJと あります.

そして、明治22(1889)年の市町村制lll行によって 「大Itt FittllJとなり 後に 「熊谷li万
`iJと

なり現

在にいたっています。

この万
`∵
の立正大学熊谷キャンパスに開設されたIl物館の前身は、 昭和 7(1932)年に人崎キャンパスに

設けられました考古学標本室です.以 降、考占学資料ヽとして機能してきました。

方、1召和53(1975)年には1姜谷校地内遺跡調企の結果を広くネ1会に公開することを日的として孝Fi学陳

列室が11置されました。 1つ のキャンパスにそれぞれ設けられてきました施設をもとに、立正大学創立13

0川年記念事業の つとして、この度、立止大学|1物館が開設されたのです。

国市1大学以来の伝統のもとに
'11大

学に1又蔵されてきた学術史 資本11よ、考占学をはじめ多くの分野に

わたり、その量は膨大です。lllttFIの開設によって いま、それらの資料が公開されることになりました。

万riの地から,正 大学のステータス シンボルの つとして貴重な資利が公開され、それに纏わる多く

の情報が開示されることになりました。「万■だより』は、博物館活動を通じて
'iF大

学の学術研究の成

果、教育11411の●_際を広く学内外の皆さんにお知らせすると共に、開かれた大学の窓としての役割を果た

していきたいと願っています,
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平成14年4月 1日(月)熊 谷キャンパス ステラ

1階 食堂において、関係者約80名のご出席のもと

,11大 学博物館開館記念式典力=開催されました。

このIIは、晴天のなか平成14年度立正大学入学式

が行われてお り、入学式の諸行事が滞 り無 く終 r

した午後 4時 30分より、大学事務l・jttl・J長 堀越

政利氏の百〕会進行により.L念式典が開始されまし

た。

はじめに

'「
大学学長吉HI榮夫より、ご臨席の

皆様へ御礼と博物館設立にご尽力いただいた関係

各位への感謝の気l●ちが述べられ、続いて初代館

長に就任 した坂詰秀 より博物館設立の経緯 と展

示資料の内容説りlが述べ られ、最後に 「今後、自

然誌関係 民俗関係 も含めて規模は小さいながら

も大学博物館 として一味liった運営をしていけれ

ば幸いですJと 、ご来賓各位に御礼と抱負を熱 く

語 られました。

ご米賓代表では、東京大学大学l・.人文社会系研

究科教授 今村啓爾様と埼工県文化財保護審議会

長 柳l」敏司様より、ご祝辞をいただきました。

次に吉日立上大学l_より開館にあたり大変貴重な

「撫石ltコレクション」をご寄贈いただいたビジ

ネス教育ハ1版11代表取締役会長、 日本占鐘研究会

会長 真鍋孝志様へ感謝状 と記念品が贈■されま

した。

続いて力Πtt fi口1(● 1:大学学日常/T理1' ′[大学

“

」

学い による乾杯の発声により祝宴に移 りました.

次いで感謝状を授 与された真鍋孝志様よりご挨拶

をいただきました。

また、 司窓生、昭和46年文学部 史学希1卒業の

IIIHl富「夫様 Ⅲ=山lil・●なt会lT歳文化llセンターTl民,

及び同54年文学部 史学本1卒業の浅野毅様 {静岡

I 立ヽ0田 1物鮨学よH l ll,よ りそれぞれ学生‖,代

にキャンパス周辺の遺跡を求めて散策した思い出

などを含めた祝辞をいただきました。

暫 し歓談の後、主ll者を代表して岩本悛郎 (Ⅲ

正人■11学k,よ り、今後とも皆様のご支援ご鞭撻

をお願いして、閉会しました。

ご出席いただいた来貧の方々には、以 ドの.L念

品をお渡 しました。

F梵鮨 遍 歴 』 (ビジネス茨●出版社 其鋼孝 よ様より●l.A,

F立正大学博物館学講座年報J第 4サ

(●i二人学文学部より,贈 )

「考占学論究1第 8号 『考古学研究室彙報』

第26'         (立 i二人学考古学会より

'贈

)

「立上大学博物館要説J『 立正大学博物館案 l・ll

ネクタイビン       (■ 正人ヤ′同より寄贈)

なお式」tにあたり、 下.Lの皆様より生花とllt電

を1頁戴致しました。厚くlII礼申しにげます。

(生 花)

11'財岡法人 古代學協會理事長  角回文衛様

●回■館大学名誉教授      大川 清様

0江 戸東京博物館館長      竹内 誠様

“

,大田美術館副館k       永口]生慈様

C秘 教イi造文化財研究所様

`)1構

,ニューサイエンス社 代表取締役社長

ツ

ψ

●文明
`trp婦

1株式会社様

じは,東プリ 取締役社長

‐,|●■大学司窓会様

lj立正大学橋父7L会様

l m l日静江様

野口誠治様

(祝 電)

●lξ谷市長           小林―夫様

●千葉県立房総風 L記の丘館長  阪 III 様

開館式奥 (乾llの光■)
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第 1号委員

第2号委員

第3号委員

坂語秀

上野恵「l

清水千尋

田日正己

lt美光彦

千歳壽

竹内 誠

野沢住美

第4写 委員

第5'委 it

第6号委11

―N F W S

博物館長 (文字詢摯■)

専円織員

(文学引
`■

■議
'|)

法学部教授 (法′,F長)

社会福湘学部教授

(社会掘ll学部長)

経llt学部教授

{経,″研究fl ,ヽ

地球環境科学部教授

(環掟千1学rl究,"長)

文学部教授

嚇物饉関係学凛経験イ)

文学部専任講師

(文化史関係■i餃経験

`,

第7号委員 島津 弘 地球環境科学部助教授

(白然誌関係学識経験イ)

一

度 第 】11博物館運営唄田■ロロい

日  時 平成14年6月 3日 (サ1)

A 4ヽ 1 1 1 0 0 -― P 4ヽ 1 2 : 1 0

会  場 大崎キヤンパス 第 5会 議室

出席委員

坂許秀― 清水千尋 IH日 正己 lt美 光彦

竹内 誠 野沢仕美  L野 恵●〕 口l村仕道 (11務

昴嘱託)

博物館発足にあたり、業務を担ツ

`し

た加藤常任

理事より開会に先立ち挨拶があった。

本日の出席者は7名、欠席者 2名の報告があり、

博物館規定第10条の 2 1jlにより成立.

―

館開館記事

―
平成14年3月 27日 (水)読 売新聞

“

つ

″ 3月 29日 (金)朝 日新聞 (第2崎|)

夕 4月 5日 (金)埼 「新聞 (地厠

″ 4月 16日 (火)産 経新聞 ¨ 「

夕 4月 24日 (水)毎 日新聞 ¨ ■)

ク 5'il日 (水)読 売新FIfl(文化欄,

″ 7'14日 (木)週 刊 F仏教タイムス』

ク 8'12711(火 )『江南よみうり]

″ 6月 30日 F'1刊考lキ学ジヤーナル』

第489号 (1'1号)

ク 8月 l11「季刊考ri学』第80り

つ 館実習の

―
8月 5日 (月)～ 8月 1111(H)

午前10:00～ 11後4:00 参加者 17名

撃 館 者 籍

4月 1日 (月)～ 12月26日 (金)

来館を数 2578名 (■習■をlllく,

(オープンキャンパス7月 31(水 ) 9月 28日 (L,

11月3日 (口,来 館人数を含む,

働 者往来|お

〔高等学校〕 埼 ●県ri岡高校 同FFl際学院高校

同深谷第 1高 校 同深谷高校 同吉見高校 同毛

ル1山高校 同本庄第 1高校 同川口清陵高校 群

馬県館林商上高校 同高崎北高校 同伊勢崎高校

島根県●I大 学松南高校 (=■2た,

〔団体〕 朝霞市博物館 行日市郷■博物館 ЯE

谷市商 1:会議所 桑名市教育委員会 古鐘研究会

埼 ■県川蔵文化財保i墜審議会 埼玉県●さいたま

‖|の博物館 埼 ド県立歴史博物館 (財 )埼 E県埋

蔵文化財調査事業団 ll利 町教育委員会 橋孝ri

学会 に川村教育委員会 東京都卜分寺1,教育委

員会 所沢市立jT蔵文化財調査センター  蓮宗

宗務委員 束松!I市理蔵文化財センター

(i[16J体,

櫛 版 NEWSい

博物館の開II・にあたり、 「記の刊行物を発刊い

たしました。

F立正大学博物館案内J

『立巨大学博物館要説J

般 学生来館者

4月  529名  5月  275名  6月  232名

7月  749名  9 10'1 357名  11月  377名

12月 59名
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博物館視察報告

1可 人,市宇 fr晰「||夕針1を,方イ,て

,り1,よIJ

眸物館
"i蔵

資11の には ,1界  の鈍を し、と

するl■lイitコ レクションがあります このコレク

ションは ri薇
"「

究会会長 にjl孝よ氏が

'ズ

llさ

れ ‖物館に■叫:されたll十です

その でも 彙Itl llアンアを中′しヽとする■は、

日本 中l司 朝鮮 ■「ウ タイ ミャンマー スリ

ランカなどの各地にわたり、 日本にいながら作地

の策の1ヒ餃Ill先ができる lt iな 資料となってい

ます.こ の資11 、もっとも多く省贈 していただ

いた外が  可

"で

す

可

"は

、 1つ の形があり、 つは 1本の梵

"のような形をした 「湘1'鮨J、他は鏡の‖の出
`分

がやや外11に,‖き その部分が波状を11す ll・l■

針Jで す |1物 鮮1'i蔵の中1可銀は、このイ1柴

"がLしヽです ,

、|‖1人γO博 物mに 、 この中I可′Ⅲが多く所蔵さ

れていることは、 日本における 可針のイリ「究イで

ある神 .j勝1ヽ (■|ド

',t l1/,こ
山遺跡,ll査会)を 通

して 日にポ1介され 中 可で最も針を多く所蔵す

るJヒ京 人飾寺ritt lu.物飢から ,‖ 1大学の障物

館の1カ係者に、  ■是り1来訪してはしいとの要望

があ りました.

このような状況の で、大学内の仏教

`ri学

り|

究奨励水金委;t会 (委員長
'記

力 |か ら 中 ‖人

飾 ■rittll物館に派遣 していただけることになり

ました '明‖1は、 14成 1年 9'15 1か ら14成 4年

9月 131ま での,日 出1、北京の「i篠lψttnlのほか

西安を t、に期連資rを 、

`ι

察することになりま

した

II安を,■びました
'詢

!は、ll知の迪l ri代の都、

1(安であリ シルクtl―ドの11発■で ll.|:も者F

市を川●城:Ⅲ力11り 、都1,の1′しには針楼と以楼

が姓っているからです |↓に この′Ⅲ松に懸かっ

ていた′

"は

 Ⅲ Ⅲlでも′名なものであり、現泊:そ

れが,I物ハ|に力せ示 してあ り、11利1に

'1学

できるか

らです また 北京には、人

“

十ri,I IⅢ物館があ

るからで
'

1に初に、西安を1方れました 11女では、 1'前に

文・
・‖

`史
学本 | |,iイt史,の こ1杉勇教1,のお知り

合いである 可●秩llイ席史|1物iY:、館k 川人

洸氏をご紹介して,1いておりましたので '(っ先

にそのllll∬|へ向かいました

|1物館では、針長ネに案内され ri接■1長 PJ

人満,λ■にお会いし、 ll安の梵

`“

についてご教ボ

をrlきました.衝:長のおi占によると、11安では■

の時代 針楼に懸けてあった策があι

`: 

■■省神

林lI PJ力1になせ示してあるので、2→
｀
)と子するよう

ためられました また 中1可では

`ri学

的には鈍

についてりf究している人が少ないので、■li張‐,て

lll究して欲しいとの激励を受け、|サ物nlを後にし

ました.

■林|や物館は、li街地の東綺地 κに位i置し、そ

の名の通りl●文を |しじ、に展示している|ゆ物館です

飾は、|1物館の■物の外、資用に,1られただ根と

社からなる建物の 央に置かれていました,この

`Ⅲ

は、常のit,:2(711)年の紀年銘をイ,するもの

で 飾高2“)l ll 口径167n〕をIIる巨人なもので

した 公表された|ス1山iから大きさは、ある社,■わ

かっているつもりでしたが、改めてその大きさに

は■かされました しかし た洲1●と実物が大き

く

'ヽ

なっており、 |!卜の■を理角イする 「で 渕か

らの検「1の危険ヤトを強く感じさせられました

叱オ: 人,1,Ⅲ 物価ず,11ホ■
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ついで、この鐘が実際に懸かっていた、鐘楼に

向かいました。この鐘楼は、西安市街地の中′L・に

位置し、隣接して鼓楼があります。明の洪武17

(1381)年に建てられたもので、当初は広済街にあっ

たものが、万暦10(1582)年にこの場所に移されま

した。鐘楼は本造建築で、高さ36m、 外装は三階

建てですが内装は二階で、高さ8mの 煉瓦造りの

基壇上に建っています。

鐘楼には、現在鐘は懸けられておらず、中では

小型の鐘を多量に使った、雅楽のような演奏が時

間制で行われていました。使用されている鐘の形

を見ますと、立正大学博物館所蔵のものと、同形

式のものが認められ参考になりました。

9日 に、西安から北京に移動しました。北京で

は、今回の最大目的である北京市立大鐘寺古鐘博

物館を訪れました。博物館は、現在は遺っていま

せんが城壁の外側、紫禁城からみると北西の位置、

本学力=夏休みに語学研修を行う北京師範大学や北

京大学に近い場所にあります。

占鐘博物館は、清の薙正12(1734)年に建てられ

た寺で、本来は党生寺といわれていました。明の

永楽年間(15世紀)に、高さ675m、 日径33m、 重

さ465tの 永楽大鐘が寄贈されたことにより、大

鐘寺と呼ばれるようになりました。現在は、寺院

としては機能しておらず、北京市が買い上げ1985

年10月に博物館としたものです。この博物館は、

中国で最も鐘を保管している博物館で、その数約

700点以上といわれます。

事前に連絡をしていたため、館長 高凱軍氏、

副館長 全錦云女史が、お待ちしてくれていまし

た。特に全錦云女史は、中国の梵鐘研究の第一人

者であり、多くの御教示を頂きました。その後、

占鐘博物館内を丁寧に案内して頂きました。とく

に、水楽大策の大きさと、所蔵する策の多さには、

本当に驚かされました。

館長の高氏からは、「鏡は世界中にあるのもの

なので、当館と立正大学博物館が17T携を結び、世:

界ベルシンボジウムなどを共催したいJと 、立正

大学博物館館長に伝えてはしいとの、伝占があり

ました。また、鐘に興味がある学生がいたら、是

リト派遣してはしいとの言葉をいただき、大策寺古

策博物館を後にしました。

また、北京では、坂詰館長に使宣を図っていた

だき、現在中国社会flttl・L孝古研究所に留学して

いる三宅俊彦氏とお会いしました。亡くなつた■

宅氏の祖父 俊成氏は、中国考古学の研究者であ

りました。会食を交えながら、中国の考古学の現

状等と、鐘についての研究状況などについて、お

話を伺いました。やはり、考占学的には実・jll図が

日本ほど正確ではないということで、自分自身で

実測することを、強く勧められました。

最後に、北京に現在残る鏡楼 鼓楼を見学しま

した。鐘楼 鼓楼は、隣接して位置しており、景

山公園の北、治安門外大街の北端にあります。鼓

楼は、現在修復中で中に入れませんでしたが、鐘

楼は登ることができました。

鐘楼は、IIBの水楽18(1420)年に、元の万寧寺跡

に建てられ、清の乾隆10(1745)年に再建されまし

た。高さ約33mの煉瓦造りの楼閣で、中には高さ

35m、 直径15mの 巨大な鐘が懸かっています。

この鐘を見学し、13日に帰国しました。

今回の中国への視察は、学問的に中国饉を学ぶ

うえで、また博物館の専門職員として今後の活動

の方向性を考えるうえで貴重な体験となりました。

最後に、このような機会を与えていただいた、

仏教考古学研究奨励基金委員会及びお世話になっ

た関係各位に御礼を申し上げます。

(本館専門■員 文学部特任講師)

西
安
　
映
西
省
碑
林
博
物
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‖]石器時代の資料

坂語秀

(1)北 海道報徳遺跡

報徳遺跡は、昭II131(1956)年8月 に発掘調査を

実施した。当時、文学部社会学科に在学 していた

鈴木ヽ F若から郷■の畑 より採集した 「黒曜イi製

の石刃Jを 手渡されたことが切っ掛けであった。

その頃、イi器時代に関心を持っていた私は、一見

して孝古学界で話題となっている北海道樽岸遣跡

(71都‖,)出 Lのイi器群に類似 している資料とrl

感した。そこで鈴木■に是非とも‖1土地を調査し

たい、 との希望を話 したところll座に承知してく

れたので、久保常晴先生、学友のllT澤順司さんと

3人 で北海道のPk査行の折、美幌に立寄 り、鈴木

君のご尊父のご協力のもとに試lll調査を試みたの

である.展 示の石刃群はその時の出土資料である。

この石刃群は、更新世の末一 日石器時代後期の段

階の所産と考えられ、近似する資利は、樽岸遺跡

のほか、豊口遺跡 (1ヒ見郡)汁■上の資料があったて,

調査報告は 「北海道網た郡Vlt徳発,このlllt7.文化

(予報J(柳 舞JBI“ 329)と 題して発表 し、また、

報徳の資料観察の結果にそくして 「Jヒ海道東北部

に於ける無土器文化の一様相Jげ 先史時代j6 1133

8)を 執筆 した。尚、この調査については、北海

道大学医学部の人場利夫先4:よりご教示を頂いた

ことを忘れることができない。

(2)北 海道白滝遺跡

北海道におけるLI石器時代の代表的遺跡として

知1られる、白滝遺跡 (紋別郡)の 出■資料である。

報徳遺跡の調査の前後に北海道の各地を徘41した

が、その時のrl集品の つである。尚、立正大学

史学オ1に在学 していた三好寛君からの寄贈品も含

まれてヽヽる.

(3)千 葉県住LIF遺跡

T類 を多く出 Lする縄文時代後期の宮嘔 高野

台遺跡を路査した際 (高野台の■■資料については 「千

～
1 高ヽ111サ高野台

“

Iの工[J「rir、』31 1“31 1として発

ム)、11野で採集 した騒器。 この石器については

「ド総台地発見の無 L器文化追跡Jげ関東ロー′、J

1003337,と して発表した。千葉県におけるlH

石器時代遺跡の存在例の報告として初期のもので

ある。

(4)神 奈川県箱根 朝日遺跡

‖召和36年 『1明H ttFHH』(朝刊)に連載された獅子

文六の F箱根II』|こ登場する遺跡として話題になつ

た遺跡である。「箱根山Jに 登場する11人公のモ

デ ルで あ る松 坂 康氏 (11之ル 松坂い K館主 チャーチ

ル会所属)と ‖l知の城所晋氏の依頼によって芦之湯

の朝日丘陵を調査し、IHrittII代の遺跡であるこ

とを確認 した。小説 「・箱llt山'の 舞台で発見J

と話題となり、「朝 日新聞』(朝刊)の Ill和36年 10

月 6日 に大きく紹介された。当時、朝日新間の学

芸部記者であった森本哲郎氏 東京大学講師であっ

た芹沢長介1先生と芦之湯に出向き松坂屋旅館でイi

器を改めて観察 したことが思い出される。この確

認の結果、昭f136年11月に芦刈研究会と

'I大
学

考古学研究ネが共同して発掘を実施 し、ロームH

中からIH Lすることが明らかにされた。展示資料

はその折の日1土資料の一部である (同資利は|_N,同

旅館のitrl展ホ茎にも民4■れている)。調査の結果につ

いては、日本考古学lll会第28回総会で発表 (「神奈

川県箱根町朝日遺跡の調査J lF3,1)、 一方、「小説

・箱根山・からの発掘―声之湯のlH石器遺跡―J

(rオ1学朝日122 6昭 872,及 び 『箱根町誌』 1(11

123)に 概要を発表した。本遺跡は、ll奈川県で

最初に発掘された‖1イi器時代の遺跡として知られ、

現在、発掘地には石碑 (某面に 「、′正人ヤ
`古

学研究■

畑ll Jと刻まれている)が 建てられ、中曽根康弘元許

相の揮屯による遺跡名が訪れる人を迎えてくれる。

(5)埼 玉県立li大学内遺跡

立正大学内遺跡X地 点からナイフ形石器を■と

する旧石器時代後期の道物が‖1+し ている (立正

入学 j遺跡調
',年

報』Ⅶ 平成73)。平成 6(1183)年

に発概 された資料である。

(本館鮎長 文学部牧Ⅲ
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実習を終えて

内田勇樹

私は、平成14年8月 5日 (月)か ら11日 (日)

の 7日間、立正大学博物館での館務実習に参加し

ました。

館務実習は、全部で17人力【参加し、 4人 ずつ4

班に分かれて作業を行いました。

初日は、午前中に坂詰秀―館長の挨拶と館の概

要説明があり、午後は写真撮影を行いました。写

真撮影は、ます土器を題材にして各自3枚の露出

の違う写真をとり、次に自分で撮影する資料を博

物館資料の中から選び、各自で露出やシャッター

スピードを決めて撮影を行いました。 2H日 は、

午前中は初日に続き写真撮影を行いました。午後

は 、 吉 川 國 男 先 生 (立正大学り晴 勤講lll 元埼■県立 さ

きたま資料館長)の 講義を受けました。講義は、学

芸員の一日と博物館の裏表として、学芸員が博物

館でどのような作業をしているのか、また、博物

館の良い点、悪い点などについて話されました。

3日 日は、十器の洗浄作業を行いました。外での

作業のため、暑さが,こヽ配でしたが、特に問題もな

くスムーズに行えました。 4日 日は、説明パネル

の作成を行いました。題材は、「須恵器とは」「硯

とはJ「文字瓦、郡名瓦についてJ「郡の地名J

「骨蔵器について」「テイラウラコット遺跡につい

てJ「新久窯跡についてJ「考占学年表Jな どで、

それぞれ各班で分担 し、午前中は図書館などで調

べ、1・後は調べたものを、「の リバネJと よばれ

るパネルにL「り付けて、お互いがHI来Lが ったパ

ネルを評価 しあい、その後、見学者が見やすい配

置について試行錯誤 しながら設置しました。全員

が、博物館で実際に使っていただけるということ

で、真剣に取 り組み、見やす く綺麗なパネル作 り

ができたと思います。 5日 日は、 311日 に洗浄 し

た上器の接合作業を,fいました。ll・構たくさんあっ

たものの、なかなか接合できず難しかったです。

6日 日は、午前中に拓本をとる作業を行い、途中

から石膏を人れる作業に移 りました。15時ごろか

ら実習を振り返っての反省会を開きました。実習

生は各専攻分野が違い、仏教学部仏教学科、文学

部哲学科 史学科 国文科、地球環境科学部シス

テム環境学科 地理学科、など各分野思い描く博

物館や博物館に対する希望などが違い、違う分野

の人たちの意見が聞けて大変参考になりました。

最終日は、 1日 自然史の講義を島津弘先生 (地球

環境rl学部助教授)よ り受 け ま した 。 午 前 中 は 、 自

然史学とは 一体どういうものかということについ

て講義を受けました。午後は、「景観復原Jと い

う空中写真や地形図を使い、ある地域がどのよう

に変化 してきたか考えていくという作業を行いま

した。空中写真は、空中写真実体鏡という、 2枚

の少し位置がずれた写真を使ってその写真に映さ

れた地形を立体的に見えるようにする機械を使い、

地形を観察 しました。また地形図は、明治17年、

明治45年、昭和34年、昭和49年、平成 5年 のもの

を畑や回、林など土地利用ごとに色分けをし、そ

の土地がどのように変化 してきたかみんなで考え

ました。

以上、 7日 間の館務実習に参加 しました力
'、実

際、実習スペースとして使ったのは第 2展 示室の

一角であり、全体的にはもう少し場所があると作

業などがやりやすかったなと思いました。 7日 間

という制約された期間ではあ りましたが、その中

で大変なことや楽 しいことなど多くの貴重な体験

させてもらい、有意義な実習になったと思います。

(軌正大学大学比修+課 F・1年 ,

"務

突溜光景
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…立正大学博勁館では、来館者の皆様のご意向を反映する

ためメッセージ摘を備えております。下記のご意見は多数

寄せられたものから事務局で選択させて頂いたものです。

■重なご意見、あリカ̀とうございました。今後のI●勁館運

営に役立たせていたださます。

新聞で、立正大学の熊谷キヤンパスに博物館が

オープンしたことを知りました。早速見学に来

ましたが、まずこんなに展示物が多いのに驚き

ました。考古学に特に興味を持っていたのです

が、立正大学が10年間もネパールで地下発掘を

していたのは知らなかったので、私にとっては

新たな発見でした。遠くからわざわぎ見にきた

甲斐がありました。また機会があったら是非も

う一度来てみたいです。

・大学にこのような施設があることは、大学改革

の先端を行くようで大変すばらしいことだと思

います。気軽に入ってみたけれどとても勉強に

一

なりました。

私は鐘に興味をもっておりますので、「撫石庵

コレクション」のアジア各国の鐘は非常に美し

いと感じました。友人たちに大いに広めたいと

思います。

・新聞の記事で坂詰先生が初代館長に就任された

ことを知り、見学に来ました。吉田格先生の資

料が大学に寄贈されていることは知らず、その

中に伊藤圭介が収集した石鏃が含まれていると

いうことには大変驚きました。伊藤圭介の名は

かねてからシモバシラの学名 (keiskea iapOnical

で植物学者として承知していたからです。

とても楽しく見学しましたが、なんとなく玄関

が暗く入りずらい感じがします。もうちよつと

明るく、開館日等のお知らせも日に付くよう工

夫をされてはいかがですか。

ψ

所 在 地 :〒 3600161

埼玉県熊谷市万吉1700

立正大学キヤンパス内

TEL 048-536-6150

FAX 048-536-6170

開 館 日 : 月 水 木 金曜 日 (大学休業中を

1 くヽ)

開 館 時 間 :1000～ 16:00

*火  土 日 祝 日、及び大学休業中 崚 冬 春

期休嗅等)に 開館を希望する人は、事前に博物館

あるいは総務部総務課 (048‐536‐6010)に ご

連絡ください。

交通機関 :」R高 崎線 (上野から55分)、上越 長

野新幹線 (上野から35分)、「熊谷駅」

下車。南口より立正大学行バス (国際

パス)で 約10分。東武東上線 (池袋か

ら56分)「森林公園駅J下 車。北口よ

り立正大学行バス (国際バス)で 約12

分。

題字揮壺  日 調 観 斎 氏  (立 正大学名誉教授)

）
・

4月 1日に無事、l●物館が関館 しました。開館式英 来館

者の対応そして館務実習と不慣れながら、そ しい毎日を過ご

してきました。この r方吉だより]日 々のI●ウ館の活動を、

少 しても知っていただければ幸いです。今後さらなる内容の

充実に努め、号を重ねたいと考えております。不備を点が多

いと思いますが、今後の構勁館活動へのご支援を宣しくお願

立工大学博物館館報  『万吉だよりJ 創刊=

平成15年3月 1日発行

編集 発行  立 正 大 学 博 物 館

〒360 0161 崎工県熊谷市万吉1700

TEL 048-536-6150

FAX 048-536-6170セヽします. (卜野 )


